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【背景と目的】
相互作用銀河とは 2 つ以上の銀河が接近し, 互いに潮汐力を及ぼしあい, 形態が変化した銀河である。ガ
スが豊富な銀河では, 相互作用が起こることで爆発的な星形成が誘発されると考えられている。NGC6240
は, へびつかい座の方向, 距離 99 Mpc* にある銀河で, 赤外線で明るく輝いており, 爆発的星形成が起こって
いると考えられる。本研究では, ALMA 望遠鏡で取得された相互作用銀河 NGC6240 の CO （J=1-0） と CO （J=2-
1） の 2 本の輝線データを解析することで, 星間ガスの物理状態を推定し, 相互作用が銀河の星形成にどのよ
うな影響を及ぼすかを考察する。
【方法】
NGC6240 の中心領域について, ALMA 望遠鏡で異なる時期に取得された CO （1-0） と CO （2-1） の観測デー
タを使用した。2 つの観測データの空間分解能は 0.7” （336 pc* に相当） である。解析では, 放射強度の分布図
を視線速度 6,300～8,100km/s の範囲で積分した積分強度図と, 各点のスペクトルのピークの輝度温度を示し
た輝度温度図を作成した。これらを用いて, 銀河の各地点での分子ガス質量や温度などの物理量を求め, さ
らに 2 輝線の積分強度図から CO （2-1）/CO （1-0） 比の分布図を作成することで, NGC6240 の中心領域の分子
ガスの物理状態について検討した。
【結果と検討】
輝度温度図より, 衝突した銀河核周辺 （中心から約 300 pc） で輝度温度が最も高く, 2 輝線とも 20～25 K 程
度であった。輝度温度と同様に, 積分強度図においても銀河核周辺で 2 輝線とも放射強度が特に高いことが
確認できた。また, はっきりと放射が確認できる領域は, いずれの輝線も中心から 4 kpc 以内と, 中心から南
西方向 6 kpc 付近の, 2 つの領域に分かれていることがわかった。
積分強度図から作成した CO （2-1）/CO （1-0） 比の分布図は図 1 である。白抜きのコントアは比が 0.5 か
ら0.5 おきに 2.0 までの場所を, ＋は 2 つの核の位置を表している。この図から, 銀河中心を含む広い領域
にわたって比が高く, 特に半径 2 kpc の領域では, 比の平均値が 1.09, 標準偏差が 0.45 となった。この結果
は天の川銀河の中心領域の比の値 0.8 ［1］ を大幅に超えること
を示している。比が 1 の場合, 分子ガスの密度は 10 3.3 cm-3以
上, 温度は 23 K 以上である ［2］ と推定され, この半径 2 kpc の領
域では, 密度も温度も高いと考えられる。一方, この領域の
ガスの平均面密度は, CO （1-0） の積分強度より 4.39×103 Mʘ/
pc2 と見積もられ, CO （1-0） , CO （2-1） の平均輝度温度はそれぞ
れ, 2.09 K, 2.54 K であった。
［1］ 川名佑佳, 日本女子大学大学院 修士論文 （2017）
［2］ J. Koda et.al., ApJ, 761: 41 （11pp）, 2012
* 1 pc は 3.084×1013 km
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